
松川町リニア中央新幹線建設工事対策委員会［第８回］ 

令和元年 12 月３日(火) 午後７時 00 分 

松川町役場 ２階 大会議室 

１．開  会 

２．あいさつ 

  ・委員長 

・町長 

・ＪＲ東海 

・長野県 

３．会議事項 

（１）発生土に係る経過説明と現状の報告〔Ｐ６位置図参照〕 

① 生東地区(丸ボッキ地籍)の発生土置き場〔Ｐ４〕 

  ② 町道改良事業（前河原地籍）の計画〔Ｐ５〕 

４．そ の 他 

５．閉  会 
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松川町リニア中央新幹線建設工事対策委員会 委員構成 

（敬称略、順不同） 

区分 氏 名 所 属 役 職 等 備 考 

（1） 中川 初俊 古町区会  

（1） 米山 忠章 上新井区会  

（1） 松澤 吉保 名子区会  

（1） 関 克義 大島区会  

（1） 大澤 今男 上片桐区会 副委員長 

（1） 清水 正育 福与区会  

（1） 林 貞喜 部奈区会  

（1） 小椋 吉範 生東区会  

（2） 米山 俊孝 松川町議会 推薦 委員長 

（2） 坂本 勇治 松川町議会 推薦  

（3） 橋爪 和也 自然環境関係識見者 松川町環境審議会委員 

（3） 寺沢 秀文 不動産関係識見者  

（4） 佐藤 清 松川町農業委員会 会長  

（4） 熊岡 正志 JAみなみ信州松川支所 経営委員長  

（4） 小澤 文人 松川町商工会 会長  

（4） 中島 芳夫 松川町商工会 建設業部会長  

（4） 宮下 彰 南信州まつかわ観光まちづくりセンター 理事長 

（4） 北林 誠 松川町交通安全協会 会長  

（4） 南島由美子 松川町交通安全協会 女性部長  

（4） 小林 幸彦 松川町交番 所長  

（4） 松浦 善文 松川町教育委員会   

（5） 名取 裕美 公募委員  

（1）区会の代表者等 （2）町議会議員 （3）識見を有する者 （4）関係団体の代表者等 

（5）公募委員 （6）その他町長が必要と認めた者 

［その他］ 

※要綱第５条第２項に基づき、長野県からアドバイザーとして関係部署職員等の出席 

 を求める。 

※同規定に基づき、JR東海等に対し、説明者の出席を求めることを予定している。 
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出 席 者 名 簿 

※敬称略 

○ＪＲ東海 

 中央新幹線 長野工事事務所 

所  長 平永 稔 

 係  長 村井 稔生 

 大鹿分室長 

 大鹿分室係長 

太田垣 宏司 

三品 雄亮 

○長野県 

 飯田建設事務所 リニア整備推進事務所 

調整課長 胡桃 敏成 

課長補佐 斉藤 健郎 

係  長 忠地 幸博 

○松川町 

町  長 宮下 智博 

副 町 長 久保 友二 

まちづくり政策課長 小木曽 雅彦 

リニア・公共交通係長 佐々木 保 

  リニア・公共交通係主事  河野 通祥 

 オブザーバー  全課長・局長 
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（１）発生土に係る経過説明と現状の報告 

① 生東地区(丸ボッキ地籍)の発生土置き場［前回以降］ 

＜経過＞ 

Ｈ31.１/24 松川町リニア中央新幹線建設工事対策委員会［第７回］ 

２/17 生東区リニア対策特別委員会役員会 

（生田農協／生東区リニア対策特別委員会、町） 

Ｒ元．５/22 〔町主催〕新町長と生東区リニア対策特別委員長との意見交換 

（役場／宮下町長、小椋吉範委員長、町同席） 

〔町主催〕新町長と福与地区リニア工事対策委員長との意見交換 

（米澤宅／宮下町長、米澤正幸委員長、町同席） 

（ ６/27 〔生東区主催〕福与地区リニア工事対策委員会への説明会・・・延期 ） 

９/４ 〔町主催〕生東区対策委員長と福与区対策委員長による協議 

（役場／正副町長、生東区・福与区委員長他１名ずつ、大蔵町議、町） 

10/30 生東区リニア対策特別委員会役員会 

（生東会館／生東区リニア対策特別委員会、ＪＲ東海、町） 

《９/４開催の町主催による調整会議を終えての両区の考え方》 

○生東区リニア対策特別委員会 

・福与区への説明の機会をいただきたい。 

 ・置き場の利活用については、地権者の希望を尊重する。 

 ・受入条件の最優先は、下流域への配慮と合わせ、工事中及び将来にわたっての安心 

と安全。 

 ・今後このような会議開催にあっては、第三者(ＪＲ等)を交えて行いたい。 

○福与地区リニア工事対策委員会 

・６月議会内においての発言の訂正と謝罪を議会の場で求める。 

・丸ボッキ候補地について、生東区や地権者が考える利活用計画や活性化の推進に 

関し、地域の想いや関与の度合いが分からないので確認したい。 

・急傾斜地で崩壊の恐れがある区域に大量の土砂を埋め立てることは、危険であると 

指摘してきたが、生東区はそのことに全く言及してこなかった。この取り組みの 

姿勢を確認したい。 

◎今後について 

上記の福与区からの要求に対し、生東区はこの回答と県道 22 号線の改良について 

具体的提案を準備し、福与区へ説明に伺う予定。 
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② 町道改良事業（前河原地籍）の計画

古町地区のふるさと農道交差点から前河原地籍へ下りる道路の新設改良 

 ・Ｌ＝360ｍ、Ｗ＝7.5ｍ(２車線) 

 ・発生土活用土量 約 10 万 

 現在、地元代表者との協議と並行して、現場付近にある送電線鉄塔について中部電力と

協議中。合わせて、ＪＲ東海と設計及び費用負担について協議中。 
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発生土置き場候補地
（丸ボッキ地籍）

町道改良事業
（前河原地籍）

位 置 図

渡場交差点
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松川町リニア中央新幹線建設工事対策委員会設置要綱 
平成27年12月8日 

告示第112号 

(設置) 

第1条 リニア中央新幹線建設工事計画に対し、情報を共有し、課題や対策等を検討するため「松川

町リニア中央新幹線建設工事対策委員会(以下、委員会という。)」を設置する。 

(所掌事項) 

第2条 委員会は、次に掲げる事項について検討し、町長に対し報告等を行う。 

(1) リニア中央新幹線建設工事に係る情報の共有に関する事項 

(2) リニア中央新幹線建設工事に係る課題や対策に関する事項 

(3) その他検討が必要と認められる事項 

(組織) 

第3条 委員会は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱し、委員30名以内の委員で構成する。 

(1) 区会代表 

(2) 町議会議員 

(3) 識見を有する者 

(4) 行政関係機関及び関係団体代表 

(5) 公募委員 

(6) その他町長が必要と認めた者 

2 委員会に、委員長及び副委員長各1名を置き、委員の互選により決定する。 

3 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を代

理する。 

(任期) 

第4条 委員の任期は2年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

2 委員は、再任されることを妨げない。 

(会議) 

第5条 会議は、委員長が招集し、議長となる。ただし、最初の会議は町長が招集する。 

2 委員長は、会議において必要があると認めたときには、委員以外の者を会議に出席させ説明又は

意見を聴くことができる。 

(専門委員会) 

第6条 町長は、委員会とは別に個別に検討を要すると認めるとき、委員会の会議に諮って、専門委

員会を設置することができる。 

2 専門委員会は、町長及び委員会が必要と認める事項に関して、検討をし、報告等を行う。 

3 専門委員会の委員は、町長が必要と認めた者を委嘱し、組織する。 

(庁内幹事会) 

第7条 町長は、リニア中央新幹線建設工事計画に対し、情報を共有し、課題や対策等を検討するた

め、庁内幹事会を設置するものとする。 

2 庁内幹事会は、町長及び委員会が必要と認める事項に関して調査検討をし、報告等を行う。 

3 庁内幹事会は、松川町職員のうちから町長が任命した者とし、委員長は副町長が、副委員長はま

ちづくり政策課長がこれにあたるものとする。 

(事務局) 

第8条 委員会の事務局は、松川町役場まちづくり政策課内に置く。 

(補足) 

第9条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、公布の日から施行する。 
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ＭＥＭＯ 
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